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１． 研究の背景と目的 

プリツカー賞などの様々な受賞歴を持ち、現代建築

に多大な影響を与えてきた建築家、フランク O．ゲー

リーは、その独特な設計手法を用いて、様々な評価や

討論を生み出してきた人物である。また、ゲーリーと

言えば、ビルバオ・グッゲンハイム美術館やヴィトラ・

デザインミュージアムなどに代表される、今までにな

い未知の作品性と有機的と見られる設計から、多くの

建築家たちの注目の的となった。 

そのゲーリーの活動に非常に注目し、多くのエッセ

イや作品集の作成に取り組んだミルドレッド・フリー

ドマンは、「同世代の誰をも凌ぐ革新的な建築家である。

20世紀の建築が到達した美学や技術―その限界を超え

ていくまなざしが彼にはある。」と述べている。 

 

 

 

 

 

 

 

このように、ゲーリーがその作品性から多くの批判

を買うと同時に、現代建築における最も重要な建築家

のひとりであり、彼の設計概念や手法などを正確に理

解することは、これからの建築にとって非常に重要で

あることが分かる。 

ゲーリーが建築家としての活動を開始して間もない

頃、彼は多くの住宅作品を手がけており、その形態操

作は、近年のものとは対称的に、シンプルで落ち着き

のあるものとなっている。しかしながら、それらの住

宅作品に対する評価はほとんどなく、一連の作品を系

譜的に考察した評価はされておらず、断片的な考察に

とどまっている。 

本研究目的は、建築家フランク O.ゲーリーの有機的

形態操作に入る以前の住宅作品に焦点を置き、初期作 

品から順に連続的かつ系譜としての研究を行うことで、

彼の有機的形態以前の形態操作の概念や操作の思考を

解明していくことである。 

 

２． 研究対象と方法 

研究対象としては、ゲーリーの建築作品の中でも住

宅作品に焦点を置き、特に批評家たちのエッセイやゲ

ーリーの作品集において登場頻度が高く、重要である

とされる 16 の住宅作品について研究を行う。作品はゲ

ーリーが建築家として活動し始めた 1954 年のスティ

ーブスハウスから 1989 年のシュナ―ベルハウスまで

の、実現した計画と実現していないアンビルドの計画

を含む作品を本研究対象とする。 

前述した住宅作品 16 作品を図面やビジュアル、など

の情報から読み込み、評論やエッセイなどの資料文章

の翻訳を行い、作品同士の関連性や創作背景を探り、

作品を系譜的に見た考察を行う。 

またその際に、各作品におけるシングルルームとい

う概念がどの程度考慮されているかという点を軸に考

察を行う。 

 

３． シングルルームについて 

シングルルームとは、1950 年頃に行われたフィリッ

プ・ジョンソンによるレクチャーで述べられたとされ

る概念のことである。それは建物における室のひとつ

ひとつが持つ機能や用途には、それぞれに違いがある

ように、その形状や材質、空間性にもそれぞれの性格

が反映されるべきだということを述べている。シング

ルルーム、つまり、室１室がその用途や機能に合った

計画がなされているということが、建築において重要

であるということであると考えられる。 

ゲーリー自らが語ったフィリップ・ジョンソンのシ

ングルルームについての概念が、ゲーリーの住宅作品

の生成に大きく関与していたことは間違いなく事実で

ある。このことから、ゲーリーの考えるシングルルー

ムの概念が、一連の住宅作品のある時期において現れ、

作品生成の過程で試行錯誤され、その結果として得た
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fig.2 ヴィトラ・デザイン 
ミュージアム 

fig.1 ビルバオ・グッゲンハイム

美術館 
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fig.3 ロンディヴィススタジオ＆レジデンス 

fig.4 シュナ―ベルハウス 

手法が、今日のゲーリーのモダニストとしての手法の

根底を成しているのではないだろうか。 

 

４． 時系列的分析 

ゲーリーの作品にはフィリップ・ジョンソンの述

べたシングルルームという概念が関与しており、そ

の概念に基づく操作は時代に伴って大きく変化して

いる。そこで、ゲーリーの作品を年代ごとに分けて

考察した結果、その時代は大まかに 5 つにわけられ

る（fig.5 参照）。 

 5 つの時代に分類した結果、ゲーリーの考えるシ

ングルルームの概念が建物に反映され始めたのは、

1972 年のロン・ディヴィス スタジオ&レジデンス

からであるということが考えられる。また、その概

念には、材質の試行により得た技術、配置の試行に

よって得た手法などがどんどん取り入れられていき、

最後の時代においてその概念および手法が完全なも

のとなったことがわかる。 

 

1989 年のシュナ―ベルハウス以降、住宅を建てて

いないという点も踏まえ、ゲーリーはその有機的形

態操作の基礎を住宅において確立したと考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 結論 

建築家フランク O.ゲーリーは、フィリップ・ジョ

ンソンの「シングルルームこそが世界で最高の建築

である」というレクチャーに共感し、それを自分の

設計に落とし込んでいった結果、コラージュやモチ

ーフといった操作を経由し、室群の分散による内外

部を含めた空間づくりと、室の性格を考慮し、再構

築し、それらを集約化した全体構成による、敷地を

最大限に使った計画手法へと発展した。これこそが、

ゲーリーの解釈したシングルルームの概念であり、

今日の有機的形態操作の根幹を成す、ゲーリーの思

考の一部なのであるということがわかった。 
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fig.5 主要住宅作品年表（系譜的考察と時代区分） 
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